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川越市景観重要建造物等保存事業補助金

　川越市では、伝統的建造物群保存地

区以外の場所に位置する本市の都市景

観の特徴を代表する歴史的建築物に対

し、平成１１年から旧川越市都市景観

条例に基づき都市景観重要建築物の名

称で指定・保存を行ってきました。

　平成２７年度からは、川越市都市景

観条例が景観法に基づく委任条例と

なったことから、名称を景観重要建造

物（景観法に基づく指定）に改め、都

市景観重要建築物からの移行を含む指

定の推進と、外観の保存に必要な工事

に対する支援を行っています。

　指定総数は、景観重要建造物と都市

景観重要建築物をあわせて、令和５年

１０月末で８５件、補助金を活用して

修理した建物は延べ１５０件を超えて

います。

　修理の結果、町並みの景観保全が図

られるだけでなく、修理をきっかけに

店舗や住宅として活用され始めた建物

も少なくなく、新たな地域活力資源と

して生まれ変わり、市内定住や回遊性

の向上に寄与するなどの効果が得られ

ています。
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景観重要建造物
令和４年修理

令和２年修理
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綾部家土蔵

景観重要建造物

明治時代建築
（推定）
景観重要建造物

きり づま づく けた ゆき はり ま

切妻造り２階建て、規模は桁行３間、梁間２間で、⑤綾部家

の袖蔵として建てられました。広済寺や周辺の町家と一体と

なって喜多町の歴史的景観を形作っています。

６
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大正時代に改修され

ました。しかし、骨組みは明治の大火以前の杉皮葺き町家で、低

い２階が特徴です。土蔵は白漆喰仕上げの文庫蔵で、主屋と一体

となって大火以前の商家の様相を留めています。

佇まいを見せています。
たたず

たたず
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坂戸方面からの入り口

に建つ伝統的な町家で

す。当初のガラスの欄

間が残り、２階には幅

３尺の建具格子を持ち、

小壁に見える青墨色の

鼠漆喰も特徴的です。

伝統的な町家形式ですが、下屋先には材木を立てかける受け止め

金具が取り付けられているなど、材木店らしい工夫が光ります。

石原橋の袂に位置し、末広町方面からの格好のアイストップと

なっています。
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切妻造り平入り、軒を出桁とする伝統的な町家の様式をしており、

海産物問屋として建てられました。昭和建築らしい工夫として、

２階の格子戸が、ガラス戸になっていることが挙げられます。
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に、寺町通りのアイストップ

にもなっています。

える建築です。１階の開口部

は、住宅用に改装されていま

す。

１階の意匠は店にあわせて改装されました。
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平成29年修理

令和元年修理

あい ま
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0

主屋は、昭和初期の川越に特徴的な背の高い入母屋造り２階建

ての建物です。土蔵は、金属板張りとなっていますが、元は白

漆喰でした。住宅と土蔵という構成は、武家地が、明治以降良

好な住宅地となった当地区によく見られる構成です。

令和元年修理
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当建築は、「時の鐘」

や蔵造りを数多く手が

けた建築請負業関根松

五郎の店として建てら

れました。蔵造りです

が、２階の窓や軒など

他の店蔵と比べると豪

壮さはなく控えめな仕

上がりです。
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平成30年修理

ふ
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おお

だな

平成26年修理
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平成28・29年修理
令和３年度
都市景観賞
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云われており、庭と一体となった料亭建築群です。

令和２年修理
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います。また、大正

建築にしては軒が

低い造りであるの

は、北側の本家に

対する配慮があっ

たようです。

岩澤家はかつて天海僧正の警護をしており、無量寿寺の総門（黒

門）跡の向かいに建っています。壁は白漆喰ですが黒く塗られた

軒は蛇腹になっており、明治末という時代の特徴を表しています。

※無量寿寺は喜多院や中院、南院などの支院を持った寺でした。
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の

成４年に中院内の現在

地に移築されました。

島崎藤村所縁の貴重な

建物です。
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旧鏡山酒造と向かい合い、駅方面からのゲートの役割を果たして

います。背が高いのは、昭和初期の伝統的町家の特徴です。２階

の正面には、真鍮の格子がはめ込まれていたと云われています。
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令和２年修理
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81

川越八幡宮の境内にある腕木門で、背後に控え柱を添えています。

７０年ほど前に倒壊した際に修理を行い、平成４年に現在地へ移築さ

れました。江戸時代後期建築とされる貴重な門です。
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川越市歴史的風致維持向上計画

　「地域における歴史的風致の維持及

び向上に関する法律」に基づき、川越

市歴史的風致維持向上計画が平成２３

年度に国から認定を受けました。

（第１期計画）

　歴史的風致とは「地域におけるその

固有の歴史及び伝統を反映した人々の

活動と、その活動が行われる歴史上価

値の高い建造物及びその周辺の市街地

とが一体となって形成してきた良好な

市街地の環境」と定義されています。

（法第１条）

　令和３年度から第２期計画が認定さ

れ、本市においては、川越城とその城

下町や喜多院を中心とした地域を重点

区域とし、川越まつり、物資の集散と

商業都市川越の発展、寺社門前の賑わ

いの３点からみる歴史的風致を、維持

向上すべきものとしています。

寺社門前の賑わいにみる歴史的風致

物資の集散と商業都市川越の発展にみる歴史的風致

川越まつりにみる歴史的風致
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　歴史的風致形成建造物とは、重点地域における歴史
的風致を形成しており、かつ、その歴史的風致の維持
及び向上のためにその保全を図る必要があるとして市
長が指定した建造物を指します。
　第２期計画にて指定されている建造物は以下の２点
です。

●第１期川越市歴史的風致維持向上計画にて
　指定されていた歴史的風致形成建造物
・旧山崎家別邸
　　（松江町２丁目７番地８）
・宮澤家住宅
　　（六軒町１丁目１１番地１）
・松平大和守家廟所
　　（小仙波町１丁目２０番地１）
・川越城本丸御殿及び家老詰所
　　（郭町２丁目１３番地１）
・元町二丁目六塚稲荷神社本殿
　　（元町２丁目８番地１２）
・三芳野神社社殿及び末社蛭子社・大黒社
　　（郭町２丁目２５番地１１）
・旧川越織物市場
　　（松江町２丁目１１番地１０）
・旧栄養食配給所
　　（松江町２丁目１２番地４）
・八坂神社社殿
　　（宮下町２丁目１１番地３）
・氷川神社本殿
　　（宮下町２丁目１１番地３）
・山下家
　　（仲町１０番地９）
・梅原家
　　（志多町１番地１）
・田中屋商店主屋及び土蔵
　　（石原町１丁目２番地１）
・二村家主屋及び土蔵、塀
　　（末広町１丁目１番地１）
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川越市中心　



市街地拡大図
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